
≪学習目標≫

当直で困らない、間違えない

けが人対応 を学ぶ

★創傷の対応まとめ★

・レントゲンで異物、骨折確認

・感覚を調べる

・局所麻酔

・運動を調べる

・創部を観察（指は駆血）

・徹底的な洗浄、異物除去

・縫合（動物咬傷は基本開放創）

・帰宅後の指導
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